
令和４年７月 鹿島市定例記者会見 

日 時 令和４年７月１３日（水）１０時００分～ 

場 所 市役所 ３階 庁議室 

 

１．開  会 

 

２．市長の発言 

  ・質疑応答 

 

３．団体等からのお知らせ 

  ・鹿島市民立生涯学習・文化振興財団からのお知らせ（資料 2-1） 

  ・鹿島おどり実行委員会からのお知らせ（資料 2-2） 

 

４．市からのお知らせ 

・ラムサール条約推進室からのお知らせ（資料 3-1） 

・生涯学習課からのお知らせ（資料 3-2） 

・都市建設課からのお知らせ（資料 3-3） 

 

５．行事のお知らせ 

  ・別紙参照 

 

 

６．閉  会 

 

 

次回は 

◆８月定例記者会見 

 ８月１０日（水）１０時００分～ 

市役所 ３階 庁議室 

◆問合せ・連絡先 総務部企画財政課 

広報 ICT係  中島 ℡ 0954-63-2114   
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７月定例記者会見チラシ類 
 

 

 

 

令和４年度第３回えいぶる事業 

１．第１回かしまこどもフェス 
 
 
 

令和４年度第４回えいぶる事業 

２．なつかしの映画上映会 
 

 

 

床の間コーナー ７月・８月・９月展示 

３．染川浩美 彫刻・絵画展 ～思いを形に～ 

 

 

 

夏休み展示 

４．読書感想文を書こう！ 
 
 
 

としょかんの夏休み教室 

５．ふしぎ現象を楽しもう★身近なものからモノ作り 
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▲「明日に向かって」 

床の間コーナー 7月・8 月・9 月展示 

 

 

 

［期間］ 令和 4年7 月5 日（火）  ～  9 月30 日（金）  

【第 1期】 7 月5 日（火） ～ 7 月31 日（日） 

【第 2期】 8 月2 日（火） ～ 8 月28 日（日） 

【第 3期】 8 月30 日（火） ～ 9 月30 日（金） 

7月から 9月まで、鹿島市在住の作家、染川浩美さんの作品を 3期に分けて展示

します。 

染川さんは佐賀大学教育学部特別教員養成課程美術科を卒業後、中学校の美術教師

として勤務しながら、制作活動をされています。  

「彫刻集団佐賀」や「グループニケ女たちの彫刻」、「鹿島美術人協会」、「佐賀県美

術協会」に所属し、意欲的に活動中です。 

平成 7年、鹿島市立西部中学校 20周年記念碑『飛翔』（ブロンズ像）を制作、平

成 19年には嬉野市「ひとにやさしいまち」宣言記念碑『ふれあい』を制作されてい

ます。 

令和元年、日展の第３科（彫刻）に初出品した『明日に向かって』で初入選し、令

和 3年には『コロナよ去れ‼』と題した作品で入選されました。 

 第 1 期は、日展初入選作品『明日に向かって』や

絵画作品を展示します。床の間コーナーで、染川さ

んの作品を展示するのは今回が初めてです。 

ぜひ、ご鑑賞ください。 

ギャラリートークを開催します 

日 時： 8月 11日（木・祝）10時～ 

場 所： エイブル ３階 研修室 

講 師： 染川 浩美さん 

※要事前申込。エイブル２階事務局か電話で受け付
けています。新型コロナウイルス感染状況によって
は、変更になる場合があります。 
当日はマスク着用の上、ご参加ください。受付で

検温させていただきます。 

染川浩美 彫刻・絵画展 
～思いを形に～ 

一般財団法人 

鹿島市民立生涯学習・文化振興財団 

鹿島市生涯学習センター・エイブル 

床の間コーナー担当 小池・梶山 

TEL/0954-63-2138 

FAX/0954-63-3424 
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本件に関する問合せ先

所属

氏名

TEL

FAX

Mail

田中　茂樹

・ 日　時
　　　令和 ４ 年 ８ 月 ５ 日（金)、 ６ 日（土）　１９時３０分 ～ ２１時００分
　
・ 場　所
　　　鹿島市中心商店街　スカイロ―ド周辺

「第５９回 鹿島おどり」の開催について

概 要

　昭和３７年の大水害の翌年から市民が元気になるように始まった恒例
のお祭りです。ここ２年間は新型コロナウイルスの影響を受け、中止と
なっておりましたが、開催に対するたくさんの声を多数いただき、３年ぶり
の開催となります。
当日は、参加者が一堂に会し「鹿島一声浮立」・「鹿島小唄」「鹿島節」の
３曲を踊ります。
　今年は、新型コロナ流行後初の開催で、感染症対策を十分に講じたイ
ベントとなり、これまでとは一味違った「鹿島おどり」となること間違いなし
です。
  参加者も観客も楽しめる市民総参加のお祭りとなり、「コロナに負けな
い鹿島」をアピールできると思います。

部課名 商工観光課

報道機関　各位

報道資料 令和4年7月11日

佐賀県鹿島市 定例記者会見資料

０９５４－６２－３９４２（鹿島市観光協会内）

件　　名

説　　明





別添資料

０９５４－６０－４９４６

鹿島おどり実行委員会

あり なし
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本件に関する問合せ先

所属

氏名

TEL

FAX

Mail

部課名 ラムサール条約推進室

報道機関　各位

報道資料 令和4年7月12日

佐賀県鹿島市 定例記者会見資料

件　　名

説　　明





別添資料

日本工営株式会社とのSDGsを通じた連携事業を始めます

アピールポイント

　日本工営（株）とは肥前鹿島干潟ＳＤＧｓ推進パートナーとして現在業
務提携を進めていますが、このたび、鹿島市はSDGs推進の先進地とし
て日本工営（株）が現在開発中の自治体のSDGs達成に向けた取り組み
を総合評価するセルフアセスメントツールTSUMUGI@ β版の実証地域
に選ばれました。
　７月から実証実験を始め、SDGsの推進に努めます。

0954-62-3717

ramsar@city.saga-kashima.lg.jp

ラムサール条約推進室

室長補佐　江島　美央

・実施期間
　令和４年７月１日～令和４年１２月３１日

・実施内容
　市役所各課がシステム（TSUMUGI@ β版）を利用して、業務内容を入
力⇒SDGsの達成度の評価が出る⇒結果のフィードバック⇒結果を受け
て、市は次年度以降の計画に反映、日本工営はシステムを改良する

・その他連携事業
　結果の報告と共に、本市の業務をSDGsの目標に紐づける研修を連携
して行う。

0954-63-3416

あり なし
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1.1  

2022 年 6 月 15 日 

日本工営株式会社 

自治体の SDGs 達成に向けた取り組みを総合評価するセルフアセスメントツール 

TSUMUGI@ β版リリース 

― つくば市および法政大学との共同研究を経て、複数の地方自治体をパートナーに実証を開始 ― 
 

日本工営株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：新屋浩明、

以下「日本工営」）は、茨城県つくば市と法政大学川久保俊教授の協力のもと、地

方自治体が SDGs の取り組み状況をオンラインで診断できるセルフアセスメントツール

「TSUMUGI@」の開発に取り組んでいます。この度、「TSUMUGI＠」のβ版が完成

し、複数の地方自治体をパートナーに実証を開始します。 

 

■ 開発の背景 

内閣府は SDGs アクションプラン 2022 において SDGs を原動力とした地方創生を掲げており、自治体は SDGs の

達成に向けた取り組みの加速化が求められています。SDGs の視点を各種計画に織り込む自治体が増えている一方、そ

の取り組み状況の評価や進捗管理手法が確立されていないことが課題となっています。そのような中、日本工営が 2021

年に開発した中小企業向けの SDGs 診断システム「KIBOH 2030」※１の自治体版を求める声が複数寄せられたことが

「TSUMUGI＠」開発の契機になりました。 
※1  2021 年 10 月 15 日 中小企業の SDGs の取り組みや事業機会を可視化する診断システム KIBOH 2030 本格開始 

https://pdf.irpocket.com/C1954/fjAL/OcLY/klfz.pdf 

 

■ 「TSUMUGI@」の概要 

地方自治体における SDGs の取り組み状況を簡単に診断できるオンラインアプリケーションです。Web 上で設問に回

答することで、取り組み体制や進捗状況を診断し、チャートやスコアで結果が可視化される、日本初※2 のセルフアセスメン

トツールです。2021 年より茨城県つくば市や、法政大学の川久保俊教授の協力のもと、利用する自治体側のニーズを

踏まえながら、日本工営のコンサルティング業務のノウハウを活かし開発を進めてきました。 
※2 日本工営調べ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 今後の展開 

「TSUMUGI@」（β版）は、2022 年 6 月より徳島県徳島市、佐賀県鹿島市をはじめとする自治体関係者と協働

した実証を開始します。また同時に、本ツールの実証に参加いただけるパートナーを募集しています。実証を通して、様々

なパートナーと共に社会解決型ビジネスを構築し、実証結果を踏まえ有効性の検証、改良を経て、2023 年 4 月の本格

運用開始を目指します。 

（パートナー募集に関する問い合わせフォーム：https://forms.gle/dvxdERN78a63fERd7） 

 

                 News Release 
 

総合診断結果のイメージ 各種スコア分析のイメージ 

https://pdf.irpocket.com/C1954/fjAL/OcLY/klfz.pdf
https://forms.gle/dvxdERN78a63fERd7
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■ 「TSUMUGI@」特徴 

・現状把握のための作業負担を軽減し、総合的に評価： 

SDGs は 17 ゴール／169 のターゲット／232 の指標から構成されることから、自治体全体の SDGs への取り組み状

況を総合評価するには、時間と労力を要します。「TSUMUGI@」は、自治体内の複数の担当課が、それぞれ担当する

分野の設問に回答できる仕様としました。各担当課からの回答結果の積み上げから自治体の取り組み状況やプロセスを

総合的にスコアリングし、全体把握のための作業負担を省力化します。 

・有識者と自治体との共同研究により中立性と透明性、有効性の高い診断基準を確立： 

評価項目は、“地方創生 SDGs”を推進する内閣府の推進委員会で有識者が検討・公開した基準や指針に基づいて

作成されています。また、設問はローカル SDGs 研究で第一人者の法政大学川久保教授が監修し、つくば市との共同研

究を通じて有効性を検証し、中立性、信頼性の高い診断基準を確立しました。 

・オンライン上での各担当部署の一元管理、経年的な変化の把握： 

総合評価に加えて、ゴール別や担当部署別に、SDGs 達成に向けた取り組み状況を一元管理、また経年的な変化を

把握することができます。それにより、様々な切り口から強みや課題を見える化し、事業の方向性の見直し・立案に活用が

可能です。 

・取り組み状況をわかりやすく見える化： 

ツールの診断結果画面では、SDGs への取り組み状況が分かりやすいチャートやスコアで可視化されるので、庁内、市

民・事業者などへの情報発信、意識啓発等に活用が可能です。 

 

 

＜つくば市との共同研究について＞ 

つくば市は、「世界のあしたが見えるまち」をビジョンに掲げ、世界中の自治体が抱える共通の課題を率先して解決し、そ

のモデルを世界に発信する持続可能都市を目指しており、2018 年には「SDGs 未来都市」として選定されるなど、積極

的に SDGs に取り組んでいます。 

本ツール開発においては、社会の課題解決に資する未来技術の実証実験の実施を支援する「つくば市未来共創プロ

ジェクト事業」として持続可能都市戦略室および関連部署の協力のもと共同研究および実証実験を行いました。 

 

＜法政大学 川久保研究室について＞ 

環境工学の視点を踏まえた建築・都市環境に係る研究、SDGs を建設・都市づくりに活かす研究等を行っています。ま

た、SDGs に積極的に取り組む方々を支援するオンラインアプリケーション、プラットフォームを開発・公開し、SDGs への取

り組みの加速化に向けた活動を行っています。 

ホームページ： https://kawakubo-lab.ws.hosei.ac.jp/ 

 

＜日本工営について＞ 

国内売上 No.1 の建設コンサルタント会社として、安全・安心な生活、豊かな日常を支える社会資本づくりに関わるコン

サルティング事業やエネルギー事業をグローバルに展開しています。 

ホームページ： https://www.n-koei.co.jp/ 

 

―本システム、パートナー募集に関するお問い合わせ先― 

日本工営株式会社 環境技術部 サステナビリティ推進ユニット TSUMUGI@事務局 

E-Mail: nk-sdgslocal-info@n-koei.co.jp 

 

―本件に関する報道関係者からのお問い合わせ先― 

日本工営株式会社 コーポレートコミュニケーション室 

TEL :03-5276-2454 Email c-com@n-koei.co.jp 

https://kawakubo-lab.ws.hosei.ac.jp/
https://www.n-koei.co.jp/
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所属

氏名

TEL

FAX

Mail

部課名 生涯学習課

報道機関　各位

報道資料 令和4年7月12日

佐賀県鹿島市 定例記者会見資料
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０９５４－６３－２３１３

shougai09@city.saga-kashima.lg.jp

生涯学習課

社会教育・文化係　江島賢一

　令和４年４月１日に施行された民法改正に伴い、成年年齢が２０歳から
１８歳に引き下げられました。
　鹿島市は令和２年度の段階で、成年年齢引き下げ後も２０歳の方を対
象に式典を開催する事を決定していましたが、具体的な式典の名称は
未定でした。
　今回、全国的な傾向や県内市町の状況も考慮し、１８才を表す「成人」
では無く、「二十歳」をお祝いする式典として、「鹿島市二十歳の集い（か
しましはたちのつどい）」と名称を変更することを決定しました。

　　　　　　　　　　　　　　　記

　１　日　時　　令和５年１月８日（日）
　　　　　　　　　　① 午前の部　１１：００～１２：００
　　　　　　　　　　　【東部中校区（古枝・浜・七浦）】
　　　　　　　　　　② 午後の部　１５：００～１６：００
　　　　　　　　　　　【西部中校区（鹿島・明倫・能古見・北鹿島）】
　２　会　場　　鹿島市生涯学習センター「エイブル」ホール
　３　対象者　　３２３人

「鹿島市成人式」は、「鹿島市二十歳の集い」に名称が変わります。

アピールポイント
　例年開催している「鹿島市成人式」は、令和４年度から「鹿島市二十歳
の集い」と名称を変え、引き続き２０歳を迎える方を対象に開催します。
開催日は、令和５年１月８日（日）です。

あり なし
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令和 4 年 7 月１３日 ＪＲ肥前鹿島駅周辺整備 基本計画説明資料 

 

 

 

ＪＲ肥前鹿島駅周辺整備基本計画について 

１ 内容 

⑴ 令和４年６月７日のＪＲ肥前鹿島駅周辺まちづくり会議及びデザイン検討会

議（以下、「まちづくり会議」、「デザイン検討会議」という。）においてＪＲ肥前

鹿島駅周辺整備基本計画（以下「基本計画」という。）の承認を受けた。令和４年

６月１６日庁議にて市長に提案し、決定した。 

⑵ 今後については、今回策定した基本計画をもとに、デザイン監修を含む基本設

計の核となる部分を県で担っていただくことになった。 

 

２ 経過 

年 月 日 内   容 

令和２年 ８月 ＪＲ肥前鹿島駅周辺整備全体構想策定業務委託 

     ８月 ＪＲ肥前鹿島駅周辺整備検討委員会の設置 

    １１月 佐賀県ＫＩＺＵＫＩプロジェクト参画表明 

令和３年 ３月 市議会全員協議会（全体構想策定の進捗状況報告） 

     ７月１９日 市議会合同特別委員協議会（全体構想（素案）の説明） 

     ７月２９日 第６回検討委員会（全体構想（案）の承認） 

     ８月２６日 市議会全員協議会（全体構想（案）の説明） 

     ９月 ９月補正予算上程、可決 

（基本計画・基本設計等業務委託料） 

    １０月～ 全体構想（案）の周知・説明及び市民参加の取組 

・全体構想（案）の市報掲載 

・まちづくりシンポジウムｉｎ鹿島の開催 

・個別団体説明会（出席者 約１，１７９人） 

・アンケートの実施（回収件数 ９１８件） 

１０月２０日 令和３年度 都市計画審議会（第１回懇談会） 

・委嘱、審議会位置づけ、全体構想（案）説明 

    １１月 ９日 第７回検討委員会（全体構想の承認） 

    １１月 ＪＲ肥前鹿島駅周辺整備基本計画･基本設計等業務委託 

（令和３年度～令和５年度）業務開始 

    １１月２６日 市議会全員協議会（アンケート意見収集結果説明） 

    １２月～ 基本計画策定に向けた協議の実施 

・デザイン指針専門部会：鹿島市建築士会とデザイン指針協議 

・交通専門部会：交通事業者や警察署への協議 

・建築専門部会：ＪＲや土木事務所建築主事協議 

・広場専門部会：ワークショップ結果による検討 
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・利活用専門部会：若手商業者等ヒアリング 

・基本計画ワークショップ：機能配置集約 

令和４年 ２月 県議会において知事が駅舎とロータリーについて支援表

明 

     ３月 ＪＲ肥前鹿島駅周辺デザイン検討会議及びＪＲ肥前鹿島

駅周辺まちづくり会議の設置 

     ３月２８日 第１回まちづくり会議、第１回デザイン検討会議 

（各専門部会からの報告及び機能配置原案の検討） 

     ５月２０日 市議会合同特別委員協議会 

（基本計画策定の進捗状況報告） 

     ６月 ７日 第２回まちづくり会議、第２回デザイン検討会議 

（基本計画案の承認） 

     ６月 ９日 市議会まちづくり特別対策委員会 

（基本計画策定の進捗状況報告） 

６月１６日 基本計画の庁内決定 

６月２７日 市議会全員協議会（基本計画の報告） 

７月１１日 地元関係者説明会（基本計画の説明） 

 

３ 今後の展開（スケジュール） 

令和４年 ７月１３日 ７月定例記者会見（基本計画の説明） 

     ９月 １日 広報かしまに基本計画（概要版）を折り込み 

     ９月２３日 西九州新幹線暫定開業、並行在来線特急減便のスタート 

令和５年以降 詳細設計着手（事業者毎） 

  

４ ＪＲ肥前鹿島駅周辺整備基本計画について 

・別紙により説明 

 

５ その他 

 

 

以上 
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（1）ヒアリング・アンケートでの
　　意見・要望
・委員の皆様、市民グループ、NPO、事業
者様等 147 名の方にヒアリングを行いまし
た。（令和 2/10/14～令和 3/7/19）
・駅およびバスセンター利用者にアンケー
トを行いました。（131 名、令和 3/1/27～
2/2 実施）
・鹿島高校の学生さんアンケートを行いま
した。（659 名、令和 3/12/4 実施）

◎駅舎や駅前広場だけでなくその周辺も
含めた構想に
◎自然環境に配慮して、鹿島を印象付け
られる整備を

全体構想

◎賑わいを創出する各種商業施設
◎働き方改革等に対応できるオフィス関 
　連施設
◎中心商店街へ人を誘導するような動線
◎国道２０７号バイパスと駅のアクセス
　道路の確保

駅周辺

◎通学利用者等の待合機能強化（利用時間・冷暖房・Wi-Fi）
◎来訪者（観光客・ビジネス客）に対する情報発信機能強化
　（特に外国人）
◎二次交通案内機能（バス・タクシー・レンタカーなど）
◎土産物などの特産品の販売力強化
◎飲食ができる店舗
◎電車などを眺望できる場所
◎電車を利用しない人も集まれる機能
◎災害時の防災機能（避難機能）
◎改札からホームへの動線短縮
◎交通系ＩＣカードの利用
◎肥前浜駅のような古いものを活かす視点
◎清潔で利便性の高いトイレ整備
◎駅東側とのつながり創出

駅舎

◎イベントスペースの確保
（賑わい空間の創出）
◎緑のある公園・ベンチ

駅前広場 駅前交通環境
◎車と人や自転車の動線の重なりを解消し、安全性の向上
◎送迎車両の多重縦列駐車解消
◎歩道の整備
◎不要不急の通過車両の排除
◎飲食店送迎車両待機所の整備

◎雨に濡れない屋根付きの駐輪場
◎自転車を入れやすく出しやすい仕組み

駐輪場

◎駅舎とのアクセス強化（動線短縮）
◎無料駐車時間の拡大（送迎車両の一時駐車）
◎雨に濡れない屋根付きの通路
◎災害時の防災機能（車中避難）
◎近隣商業施設との駐車場連携（買物客の無料利用）

市営駐車場

◎駅とバス乗り場のアクセス強化
（車との動線重なりの解消）
◎雨に濡れない屋根付きの停留所
◎電車とバス・タクシーの乗り継ぎ
　動線短縮・機能強化
◎市内観光地や市外主要地点に向かう
　便数の確保
◎市内の医療機関や商業施設などに
　向かう公共交通の充実
◎観光客用のレンタカーや
　レンタサイクルの充実
◎環境に配慮した超小型モビリティ
（電気自動車）の採用

バス・タクシー乗り場 ( 二次交通 )

( 全体構想再掲 )

1）整備課題の抽出
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４）まちなか整備目標と基本方針の設定
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さくら通り
スカイロード

●市民交流プラザ

駅舎
+

駅前広場

肥前浜宿酒蔵通り●

祐徳稲荷神社●

旭ヶ岡
公園

蟻尾山
公園

地区市域

中川 鹿島市役所●

環境・交流循環拠点
全体方針の概念図

「環境・交流循環拠点づくり」の考え方
　課題への対応の 3 つの方向性でも示したように、「JR 肥前鹿島駅周辺地区」はこ
れまでの交通結節の場所から “交流循環” の拠点へ、また多良岳山系から市内の平野、
さらには肥前鹿島干潟や有明海を結ぶ “環境循環” の拠点となっていくことが望ま
れます。
　交流循環の拠点では、主役は市民や来訪者です。駅周辺地区での交流を目的とし
た、ゆっくり・のんびりと過ごしてもらう空間づくりを目指します。駅周辺地区に
は市民や来訪者の交流を生み出す施設や広場機能を有し、スカイロードやさくら通
りともハード面だけではなく利活用によってつながることで（ex. スカイテラスチャ
レンジ）、人の循環を生み出していきます。北公園や旭ヶ岡公園などの広場、まち
かどのポケットパーク、水の豊かさを象徴する水路なども中心部のそぞろ歩きを促
す要素として活かしていきます。
　環境循環の拠点では、駅周辺地区が多良岳山系から水田の平野と有明海の干潟に
繋がる山と海の接点に位置していることが重要です。世界でも希有な干潟が山から
運ばれた泥質の土と有明海の大きな干満差によってできていることを、山と海の環
境が交わる場所にある駅周辺地区では同時に体感することができます。また、身近
に水路などがある鹿島では、私たちの暮らしが大きな水循環の一部にあることを教
えてくれます。このように、駅周辺地区は鹿島の豊かな自然を多面的に感じること
ができる、環境循環の拠点としてふさわしい場所にあると考えます。
　「JR 肥前鹿島駅周辺まちづくり」は、交流循環を促すことで人がつながり、環境
循環を考えることで私たちの暮らしをもっと知っていくことを目指し、以下のよう
にテーマ（コンセプト）を設定します。

JR 肥前鹿島駅周辺まちづくりのテーマ ( コンセプト ) 

「人と自然がつながる 私たちの“まちの駅” 」

・地域を守り、磨き、新たに加えて積み上げていくまちづくりの姿勢が、鹿島に暮
　らし、鹿島を訪れる魅力の源となっています。
・駅は通勤通学の交通結節点であるとともに、暮らしの拠点であり、文化の拠点です。 
　鹿島に暮らす人、訪れる人が憩い集う交流の場となることが期待されています。
・また、スカイロードとの繋がりを強化充実させていくことで、中心市街地の活力
　再生にも波及させ、持続性の高い、鹿島ならではの積み上げ方 ( プロセスとアプ
　ローチ ) によって「まちの駅」づくりを、市民の力で共に創りだしていきます。
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■ JR 肥前鹿島駅周辺整備の方向性
　　

【訪れる人が降り立った瞬間に、「鹿島らしさ」を感じられる駅】

・祐徳稲荷神社や酒蔵、面浮立等の伝統的な美しさが際立つ文化をはじめ、
　豊かな農林水産物等、世界から人を引きつける魅力ある鹿島市。
・魅力を磨き上げ、世界へ発信する視点を大切に、訪れる人が降り立った瞬間に「鹿島らしさ」を感じ
　られる、唯一無二の駅周辺整備にこだわっていきます。

・肥前鹿島駅を含む中心市街地には、歴史と文化が重層するエリアでもあります。
　これらの資産を継承しつつ、まちなかに点在する “ネットワーク拠点” を連携させ
　て駅との一体的なまちづくりを市民・行政・事業者の共創によって推進していき
　ます。

 
５）駅周辺整備の方向性

 
・まちなかレベルのまちづくりのテーマ（コンセプト）とまちなか整備目標は以下のとおり ・駅周辺レベルにおける整備の方向性は以下のとおり

■JR 肥前鹿島駅周辺まちづくりの基本となる柱

JR 肥前鹿島駅周辺まちづくりのテーマ ( コンセプト ) :

「人と自然がつながる 私たちの “まちの駅” 」

整備目標１・
鉄道を中心とした交通結節点を強化し “まちの交流循環拠点へ”
・単なる交通結節点としての駅から駅周辺および周辺都市を含めた連携・回遊の中
　心となることで、まちの交流が広く循環する拠点となることをめざしていきます。

整備目標２・
豊かな暮らしや風景を感じられる “まちの玄関口としての肥前鹿島駅へ”

整備目標３・
歴史と文化を活かし “賑わいあふれ、人にやさしい駅周辺まちづくりへ ”

( 全体構想再掲、右半分追加 )

・肥前鹿島駅は、在住者や来訪者にとってのまちの玄関口として､周辺に点在する豊
　かな資源や活動等の情報を提供する場所として機能させていきます。

・地域を守り、磨き、新たに加えて積み上げていくまちづくりの姿勢が、鹿島に暮らし、鹿
　島を訪れる魅力の源となっています。
・駅は通勤通学の交通結節点であるとともに、暮らしの拠点であり、文化の拠点です。
　鹿島に暮らす人、訪れる人が憩い集う交流の場となることが期待されています。
・また、スカイロードとの繋がりを強化充実させていくことで、中心市街地の活力再生にも
　波及させ、持続性の高い、鹿島ならではの積み上げ方 ( プロセスとアプローチ ) によって「ま
　ちの駅」づくりを、市民の力で共に創りだしていきます。

2-5-1

【県南西部の玄関口として、国内外から多くの人が訪れる駅】

・肥前鹿島駅は県南西部の玄関口として、広域的な交流の拠点であり、顔となる駅です。
・鹿島をはじめ、周辺エリアの魅力的な地域資源を目指して、国内外から多くのお客様が訪れています。
・鉄道を中心としながら、九州佐賀国際空港や、武雄温泉駅、嬉野温泉駅等、
　バスやタクシー等の公共交通でつながる広域交流拠点として、多くの人が訪れる駅周辺整備に取り組
　んでいきます。

【市民自らが主体的に利活用し、魅力を発信する拠点としての駅】

・伝統文化を大切にしながら、市民同士の結びつきが強く、田澤義鋪をはじめ多くの人材を輩出してき
　た、人が育つ鹿島市。
・鹿島おどりや鹿島ガタリンピック、鹿島酒蔵ツーリズムなど、鹿島市の人々は地域資源を活かししな
　がら、常に新しい価値を生み出してきました。これからの市民の暮らし、活躍の拠点として、新たな
　駅周辺の創出に取り組んでいきます。
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７）整備対象地区
 

 
 
JR肥前鹿島駅周辺まちづくりの整備対象地区を下図のように設定します。

( 全体構想再掲、一部追加 )2-7-1

大手門

市民交流プラザ

北公園

肥前鹿島駅祐徳ビル

全体構想対象エリア 約3ha

まちなか整備対象地区 約45ha

国道 207 号
スカイロード

さくら通り

中川バスセンター

基本計画対象エリア 約1.5ha 

空き店舗改修事業　他
               （（第３章7）、 P3-7-2参照）

民間活力誘導ゾーン含む



現駅舎
新駅舎

広域交流拠点施設展望広場

基本計画対象エリア　約1.5ha
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駅及び駅周辺の整備について、次の点を全体的に考慮する。
・ユニバーサルデザイン　・屋根付き通路　・防災機能
・SDGｓ　・広告事業　・PPP（官民連携手法）

C 公共交通ロータリー
路線バスやタクシー、市内循環バス、のり
あいタクシー、リムジンタクシーなどの乗
降場を確保します。高速バスや観光バス
の乗降場も確保します。

D 一般車ロータリー
朝を中心としたお見送りの乗降場を確保
します。夕方を中心としたお迎えの車両は
市営駐車場に設置する送迎車両一時待
機所の利用を促します。

（5）基本計画として定めた施設配置・概要説明

　基本計画として定めた施設配置および施設概要は以下のとおり
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A 広域交流拠点施設（現駅舎)
整備が完了した肥前浜駅や肥前七浦駅と
調和を取りながら、建築当時（昭和5年）の
姿に復原再築し、駅利用者の居場所を整備
し、観光ガイドセンター等を検討します。

B 広域交流拠点施設（新駅舎）
訪れる人が降り立った瞬間に「鹿島らし
さ」を感じられるデザインとし、内部機能
は来訪者や市民への情報発信機能や交
通案内機能の強化、駅利用者の利便性
向上などのため、広域交流拠点施設（新
駅舎）を増設します。E えきまち広場

中心市街地との連携強化のため、歩行動線
を意識し、親子や高齢者等の多様な人々の
居場所を目指します。また、キッチンカーや
マルシェ、イベント開催等にも対応する広
場空間の整備を行います。

F 賑わい拠点施設
中心市街地と駅とを繋ぐ場所に、住民・駅
利用者相互が交流できる多目的な施設（建
築物等）を整備します。
　また、魅力と賑わい創出の拠点として、え
きまち広場と一体的に検討します。

G 市営駐車場
電車やバス利用者の駐車場の機能に加え
て、お迎え車両の一時待機所として活用し
ます。駅舎への動線は展望広場を介した動
線短縮を図ります。

H 西側駐輪場
自転車を使う高校生の通学動線はスカイロ
ード側が望ましいため、えきまち広場西側
に整備することを基本とします。

I 観光バス等駐車場
（モビリティスペース）
現駅舎北側に観光バス（貸し切りバス）、レ
ンタカー、グリーンスローモビリティー、シェ
アサイクルの駐車場(充電設備含む）の整備
を検討します。



広域交流拠点施設範囲

■ 広域交流拠点施設の延べ床面積について
　建築基準法第２条第６号に規定される延焼のおそれのある部分におい
て、同一敷地内の２以上の建築物は延べ床面積の合計が 500㎡以内であ
れば、一の建築物とみなされ延焼のおそれについて考慮しなくてもよい。
　今回の場合、現駅舎と新駅舎を用途不可分の関係（両者の機能を統合
して駅舎として成立する）及び同一敷地内の建築物とし、かつ延べ床面
積の合計を 500㎡以内とすれば、一の建築物とみなされ、延焼のおそれ
についても考慮しなくてもよいこととなります。(500 ㎡を超える場合、
相互の外壁間の中心線より、1階にあっては 3ｍ以上、2階にあっては 5
ｍ以上距離を離さなければ延焼のおそれのある部分に該当し、軒裏や外
壁において防火構造等の制限の対象となります。)
　本計画では、広域交流拠点施設（現駅舎 +新駅舎）の延べ床面積が
500㎡以下になるように計画しています。
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（４）施設の規模と動線計画
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一般車ロータリーの配置施設
①一般車乗降場
ロータリー内に６台分確保（主に朝のお見送りの降
車に対応）
上記とは別に改札口付近に段差等の無いバリアフ
リー乗降場を確保

②送迎車両一時待機所
市営駐車場の一部を待機スペースとして 12 台程度確
保（主に夕方のお迎えの短時間駐車に対応）

公共交通ロータリーの配置施設
①バス
バス乗降場を４箇所確保
うち 2 箇所は、路線バス乗降場（新幹線駅を
結ぶ路線を含む）。
うち 1 箇所は、有明海沿岸道路を使った高速
バスなどの新規路線にも対応できる兼用乗降
場として確保
うち 1 箇所は、スクールバスや観光バス等の
乗降場として確保
起終点路線が発車時刻までの時間調整のため
に一時待機できる路線バスプールを２台確保

②タクシー
タクシーのりば及び降車場を各１箇所確保
別途、乗合いタクシー乗降場を１箇所確保
乗客待ちタクシーの待機スペースとしてタク
シープールを４台分確保

県
道
229号

市道鹿島駅前線

県道 309 号

 

ダブルロータリー
◎駅と中心市街地を結ぶ安全で快適性
の高い歩行者動線が確保できる

◎駅周辺に用のない通過交通を抑制す
ることができる

＜ 全体構想で決めた基本条件 ＞

北側ロータリーを公共交通、南側ロータ
リーを一般車
◎国道207号の交通影響を抑える観点
から、交通量が限定的となる公共交
通を北側ロータリーに配置する方が
優位

◎既存市営駐車場の送迎車両一時待
機所と一体的に利用できる南側ロー
タリーに一般車を配置する方が利便
性が高い

5）交通施設  
全体構想で決めた基本条件をもとに、利用状況や交通事業者等のヒアリングも行いながら下記のように設定しました。
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現駅舎

市営駐車場

一般車
ロータリー

公共交通
ロータリー

観光バス等駐車場
（モビリティスペース）

新改札

肥前鹿島駅前交差点
スカイロード

交差点

県
道

22
9号

国道207号

市道鹿島駅前線

駐輪場を隠す樹木

既存屋外トイレ

西側駐輪場約300台

イベント利用

駐車場へ

タクシー乗降場へ

中心市街地へ

バス乗降場へ

賑わい拠点施設

新駅舎

広域交流拠点施設

キッチンカースペース
キッチンカーの進入動線

県道309号

・キッチンカー利用が可能な進入動線・場所
・雨に濡れないバリアフリー動線
・観光客がスーツケースを転がしながら歩きやすい舗装
・ 雨を地下にしみこませる舗装又は雨庭を設置し気温上
　昇を抑える

・約 300 台の駐輪場スペース

・雨の日でもイベントができる広場

前提条件

西側駐輪場

賑わい拠点施設

えきまち広場

広場のゾーニング・考え方　イベント時
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１）整備に向けたスケジュール
 

（１）全体スケジュール（案）
　JR肥前鹿島駅周辺整備の全体スケジュールを下図のように設定しました。　
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